
Ⅰ 学校経営等に関わる内容について　

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 65 30 3 0 1 3.63

教職員 100 0 0 0 0 4.00

保護者 51 40 5 0 4 3.35

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 48 40 9 1 2 3.38

教職員 80 21 0 0 0 3.80

保護者 43 46 9 1 1 3.31

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 68 25 5 2 1 3.60

教職員 64 36 0 0 0 3.64

保護者 54 41 4 1 1 3.48

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

結
果

結
果

3
あなたは、安心して学校生活を送ることができている。

学校は、生徒が安心して生活できるように安全管理に配慮している。

学校は、お子さんが安心して生活できるように安全管理に配慮している。

結
果

２
あなたは、東中学校全体の様子に満足している。

学校の教育活動・学校運営は適切な取り組みが行われている。

学校教育活動・学校運営は全体的に満足できる状態である。

１
あなたは、学校・学年・学級目標を大事に生活している。

学校教育目標は、地域・学校・生徒の実態から考えて適切なものである。

学校教育目標は、地域・学校・生徒の実態から考えて適切なものである。

　全教職員による自己評価及び全校生徒、３学年保護者を対象としたアンケートを実施していいます。同じ項目について、教職員、
生徒、保護者の３者がそれぞれ評価することにより、より信頼度の高い評価となることを期待しています。また、保護者について
は、３年間学校を見てきたという観点等、教育活動の適切な評価者として３学年保護者に絞っています。

・回答方法
グーグルフォームによる調査
①「そう思う」 　②「どちらかというとそう思う」　 ③「あまりそう思わない」　④「全くそう思わない」　⑤「判断できない」

２．アンケート集計結果　　　　　　　　

①～⑤　数値はすべて％（パーセント）
①そう思う（４点）　②どちらかというとそう思う（３点）　③あまり思わない（２点）　④全く思わない（１点）として、評価項
目の平均ポイントを算出しています。
　今年度より質問内容の見直し、ICT機器についての項目の追加、回答方法の変更（オンライン化）をしていますの
で、過去の集計結果との比較は行わず、単年度での集計及び考察としています。

令和３年度　学校評価報告書
甲府市立東中学校     

１．評価方法について

　本校では、自らの教育活動（学校運営、学習面、生活面、教科外指導、保護者・地域・小中の連携・感染症対策）について、組織
的・継続的に改善を図っていくため、２３の評価項目についてアンケートを行い、評価しています。
　学校教育目標の「生命の尊さ」「確かな学力」については、具体的な評価項目で重点化し、目標達成に向けて継続的な取り組み
を行っています。また、教育相談の充実についても、継続して教職員の意識化を図るようにしています。今年度よりICT機器の利活
用についての評価項目を追加しています。
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Ⅱ 教科指導等，学習面に関わる内容について

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 68 27 3 0 2 3.67

教職員 65 32 0 0 3 3.67

保護者 28 49 14 2 8 3.11

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 33 45 18 1 2 3.14

教職員 61 37 0 0 3 3.62

保護者 23 47 22 1 8 2.99

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 63 31 4 1 2 3.59

教職員 47 47 3 0 3 3.46

保護者 20 46 27 7 1 2.80

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 63 30 3 0 4 3.61

教職員 47 50 0 0 3 3.49

保護者 30 53 10 1 6 3.18

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 64 26 7 1 1 3.56

教職員 55 45 0 0 0 3.55

保護者 17 43 19 3 18 2.91

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

結
果

結
果

8
授業や行事などでクロームブックなどのICT機器が活用されている。

授業や行事でICTを活用するよう努めている。

授業や行事などでクロームブックなどのICT機器が活用されている。

結
果

7
先生は、学んだことが身に付いているかを適切に評価してくれる。

学習における努力や学習の結果を適切に評価している。

先生は学習における努力や学習の結果を適切に評価してくれている。

結
果

６
あなたは、自ら進んで授業に参加しようとしている。

生徒が主体的に学習に取り組むように工夫して指導している。

お子さんは主体的に学習しようとしている。

結
果

５
あなたは授業中、じっくり考えたり、考えを発表したりしている。

生徒の思考力・判断力・表現力の育成を心がけている。

授業等によってお子さんの思考力・判断力・表現力が育成されている。

４
先生は、授業をわかりやすくていねいに教えてくれる。

知識・技能の定着を図るため指導内容の精選や授業の改善工夫に努めている。

先生は指導内容を工夫し、ていねいな授業をしてくれている。
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Ⅲ 生活面に関わる内容について

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 67 24 7 1 2 3.59

教職員 54 46 0 0 0 3.54

保護者 40 36 18 4 3 3.15

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒 あなたは、集団生活の決まりやマナー（時間・服装・言葉遣い等）を守っている。

教職員 生徒が集団生活に必要な決まりやマナーを守るよう指導している。

保護者 お子さんは集団生活に必要な決まりやマナーを守っている。

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 74 23 2 1 1 3.71

教職員 66 32 3 0 0 3.63

保護者 64 31 3 1 1 3.58

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 76 20 3 1 1 3.73

教職員 55 45 0 0 0 3.55

保護者 34 47 14 1 5 3.20

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒 先生は、あなたの悩みや困っていることに耳を傾け対応してくれる。

教職員 生徒とのコミュニケーションを密にし、きめ細やかな生徒指導に努めている。

保護者 先生はお子さんの不安や悩みに、親身になって相談にのっている。

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 71 18 4 0 6 3.71

教職員 42 58 0 0 0 3.42

保護者 29 43 14 5 10 3.07

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒 あなたは、交通ルールを守って登下校している。

教職員 交通ルールを守り、安全に登下校できるよう指導している。

保護者 お子さんは交通ルールを守り、安全に登下校している。

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 89 10 1 0 1 3.89

教職員 49 49 3 0 0 3.46

保護者 59 38 1 1 1 3.56

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

結
果

12

結
果

13

11

学校では、命の大切さ、人としての生き方など学んでいる。

命の大切さ、人間の生き方等の心の教育や、進路指導などを適切に行っている。

学校では、命の大切さ、人間の生き方、進路指導などが適切に行われている。

結
果

10

結
果

9
あなたは、学校生活を楽しく送っている。

生徒がのびのびと学び、充実した学校生活を送れるように支援している。

お子さんは学校生活が楽しいと言っている。

結
果
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Ⅳ 教科外の教育活動について　

生徒 あなたは、友達と仲良く助け合って生活している。

教職員 生徒が友達と仲良く助け合って生活できる学校・学級づくりに努めている。

保護者 お子さんは友達と仲良く助け合って生活している。

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 78 18 3 0 1 3.76

教職員 55 42 0 0 3 3.57

保護者 57 34 7 1 1 3.50

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 79 18 3 0 1 3.76

教職員 63 37 0 0 0 3.63

保護者 39 42 10 0 9 3.33

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 86 11 1 1 1 3.84

教職員 76 21 0 0 3 3.78

保護者 36 45 13 1 7 3.23

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 67 21 6 1 5 3.61

教職員 61 32 3 0 5 3.61

保護者 39 35 13 1 13 3.28

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

結
果

結
果

17

あなたが所属する部活動は楽しく充実している。（部活をしている人のみ）

充実した部活動になるように努めている。

部活動は、お子さんにとって充実している。

16

学校行事（修学旅行・林間学校・東輝祭　等）は楽しい。

学校行事（校外行事・東輝祭等）が充実するよう、指導に努めている。

学校行事（校外行事・東輝祭等）は、充実している。

15

あなたは、学級の係活動や生徒会活動、委員会活動に取り組んでいる。

生徒会活動や委員会活動が活発に機能するように努めている。

生徒会活動や委員会活動は活発に機能している。

結
果

14

結
果
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Ⅴ 家庭・地域・小中学校の連携について

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 76 18 4 0 1 3.72

教職員 53 42 5 0 0 3.47

保護者 36 46 14 1 4 3.22

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 57 30 4 1 8 3.55

教職員 40 61 0 0 0 3.40

保護者 29 45 12 3 11 3.13

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 76 17 5 0 2 3.73

教職員 16 66 13 0 5 3.03

保護者 21 45 9 2 23 3.11

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 75 22 2 1 1 3.72

教職員 41 51 5 0 3 3.36

保護者 36 51 5 0 8 3.33

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

結
果

結
果

21

あなたは、「あいさつ、学習、思いやり」を意識して生活している。

小中連携指導目標「あいさつ、学習、思いやり」をいろいろな場面で指導している。

小中連携指導目標「あいさつ、学習、思いやり」は東中学区の実態に合っている。

結
果

20

中学校での生活は、小学校からの積み重ねが大切だと思う。

機会を見つけ、小学校との接続や連携を考えたりしている。

東中学区は、小学校との連携がとれていると感じる。

結
果

19

学校は、家の人の願いや地域のことをよくわかっている。

学校は親や地域の人たちの願いや思いを受け止める努力をしている。

学校は親や地域の人たちの願いや思いを受け止める努力をしている。

18

あなたは、学校・学年・学級通信や学校からの連絡等を家の人に見せている。

学校・学年・学級通信やホームページで学校の様子をわかりやすく伝えている。

学校・学年・学級通信やホームページ等で学校の様子を知ることができる。
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Ⅵ 感染症対策について
生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 73 23 3 1 2 3.70

教職員 67 31 3 0 0 3.64

保護者 47 45 5 0 4 3.44

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

生徒

教職員

保護者

① ② ③ ④ ⑤ ﾎﾟｲﾝﾄ

生徒 83 16 0 0 1 3.83

教職員 80 21 0 0 0 3.80

保護者 63 36 1 1 0 3.61

そう思う まあ思う あまり 全く 判断不可

結
果

結
果

23

自分自身は新型コロナウイルス感染防止のための行動（生活）を心がけた。

自分自身は新型コロナウイルス感染防止のための行動（生活）を心がけた。

家庭では新型コロナウイルス感染防止のための行動（生活）を心がけた。

22

新型コロナウイルスの感染を防ぐため、学校では十分な対策を行っていると思う。

学校では新型コロナウイルス感染防止対策のための十分な取り組みを行っている。

学校は十分な新型コロナウイルスの感染防止対策を行っていると思う。
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Ⅰ．学校経営等に関わる内容について（項目1～3）

東中学校では、以下のような学校教育目標を掲げ、教育活動を行っています。

　

　調査結果を見ると、項目１～3については、「①そう思う」「②どちらかというとそう思う」と回

答している割合が比較的高く、職員・保護者・生徒ともに、学校経営全般について、概ね肯定的にと

らえていると考えられます。本校の学校教育目標は「豊かな人間性」について第一に掲げられていま

す。授業や学校行事、生徒会活動等のすべての学校での活動で、豊かな人間性をはぐくむことができ

るよう、教育課程を常に見直し、子どもたちや社会の変化に柔軟に対応し、保護者・地域の皆様と協

働しながら教育活動を推進していくことが大切だと考えています。

　項目３の「学校の安全管理」については、近年の自然災害の増加や、新型感染症の蔓延等に対応す

るために、今後一層力を入れていくべき内容だと考えます。本校は生徒数が多く、緊急時の避難に時

間がかかることが課題となっています。予告なしの避難訓練を実施する等の工夫を行い、緊急時の避

難体制に万全を期していきたいと考えます。また、本校は学区が広く、遠方より登校している生徒が

多いという実態があります。震度5弱以上の地震発生時には、生徒を学校へ留め置き保護者に引き取

りをお願いすることになっています。そのために引き取り訓練を行っていますが、今後保護者の参加

率の向上について、さらによい方法はないかについて検討します。

　Ⅱ．教科指導等、学習面に関わる内容について（項目4～8）

　項目５「思考力・判断力・表現力の育成」では、教師のポイントは高いのですが、生徒と保護者の

ポイントが低く、期待に十分にこたえられていないことがわかりました。教科書の内容を覚えるなど

の知識を習得する学習と比べて、思考力・判断力・表現力の育成には、長い時間が必要です。じっく

りと考え、適切に判断し、考えを伝えていく力を高める教育活動を重視し、時間をかけて取り組んで

いく必要があります。また、項目６「主体的に学習に取り組む」についても保護者のポイントが低

く、保護者は子供にさらに自ら進んで学習に向き合うことを願っていることがわかりました。

　令和3年度から実施されている新しい学習指導要領では、子供たちが身につけるべき資質・能力の

要素を3つの柱で整理しています。

①知識及び技能→何を理解しているか、何ができるか

②思考力、判断力、表現力等→理解していること・できることをどう使うか

③学びに向かう力、人間性等→どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか

これに伴って、通信表の観点別評価も「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に

取り組む態度」と３つに整理されています。予測困難な社会を生き抜く力を育成するためには、上記

の3つの柱をまんべんなく育成する必要があります。本校では校内研究の研究主題に「生き生きと学

習に取り組み、確かな学力を身に付ける生徒の育成」、副題に「主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善」を掲げ、生徒の学力向上に取り組んでいます。特に、考え議論する授業づくりに力

を入れ、生徒自身が主体的に資料を的確に読み取り、周囲と話し合って異なる意見に耳を傾けること

によって「多角的・多面的」に考え、深い学びへつなげていく工夫をしています。具体的にはホワイ

トボードやクロームブックを活用した話し合い活動や、生徒が「どうしてだろう」と考えたくなるよ

うな発問の工夫を行っています。感染症対策のため、協働的な学習に慎重にならざるを得ない状況で

はありますが、ICTを効果的に活用しながら、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させる

よう授業改善を図っていきたいと考えます。また、家庭学習の一層の充実に向けて、保護者と同一歩

調で自主学習ノートの活用を推進します。

３．考察と今後の改善方策　　　　　　　　

「豊かな人間性をもつ生徒の育成」

・生命の尊さを知って生活しよう

・確かな学力を進んで身につけよう

・たくましい体づくりに努めよう

・正しい判断力を持って行動しよう
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Ⅲ．生活面に関わる内容について（項目9～13）

　項目10「集団生活に必要な決まりやマナー」について、全体的に高いポイントになっています。

実際の生徒の生活の様子を見ても、服装・挨拶・時間などの基本的な生活習慣が大変高いレベルで確

立されており、規則正しい学校生活を送ることができています。学校での指導だけでなく、保護者・

地域と共通理解のもと、長い年月を経て確立された東中学校の宝の一つだと考えられます。集団とし

て規律が確保され、落ち着いた学校生活を送ることは、授業の質の向上やいじめなどの未然防止にも

つながるといわれています。

　一方、項目9「学校生活が楽しいか」については、保護者のポイントが低く、期待に届いていない

項目の一つです。これは、感染症対策のため、子どもたちが楽しいと感じる修学旅行や生徒会行事な

どが縮小されていることが原因の一つだと考えられます。また、授業参観や学園祭、合唱コンクール

などを保護者の皆様に見ていただく機会がなく、学校の様子がうまくお伝えできていないことも関係

している思われます。楽しい学校生活を送り、明日もまた行きたくなる学校づくりに向けて、わかる

授業を行い、感染症対策を行いながら、人と人とが触れ合う活動や体験的な活動を確保することなど

を実践し、楽しく安心して通える学校づくりを推進したいと考えます。

　項目13「登下校での交通ルール」については、生徒・保護者・職員とも高いポイントとなってい

ます。一方、登下校中の交通事故が発生したり、自転車の乗り方に関する地域からの指摘も少なから

ずあるのが実態です。本校は自転車通学をしている生徒が大変多く、交通安全に関する生徒の資質・

能力を高める指導の継続と、教師・保護者・地域で協働しながらの登下校指導の実施について検討し

ていくことも必要だと考えています。

Ⅳ．教科外の教育活動について（項目14～17）

　項目14「友達と仲良く助け合って生活している」と項目15「生徒会活動や委員会活動」につい

て、特に生徒のポイントが高く、約80％の生徒が「①そう思う」と回答しています。また、項目16

「学校行事」については、86％の生徒が「①そう思う」と回答しています。このことも東中学校が

誇れるポイントの一つだと考えます。本校の学校教育目標「豊かな人間性をもつ生徒の育成」を具現

化するために、生徒会活動や学校行事の充実が大きくかかわっています。特に生徒会活動は、感染症

対策を行いながらの活動となりましたが、生徒の自治活動として、委員会活動などの日常活動や、学

園祭に代表される行事をICT等を活用して工夫して行いました。学校生活に潤いと感動をもたらし、

集団への所属感や、自己有用感を高める活動としてこれからも充実させていきたいと考えます。

Ⅴ．家庭・地域・小中学校の連携について（項目18～21）

　感染症対策のために大きな影響を受けた項目です。授業参観やPTA総会などを実施することができ

ませんでした。また、学園祭、合唱コンクール、部活動大会など、従来多くの保護者の皆様にご来校

いただいた活動も、基本的に無観客で行わざるを得ませんでした。子どもたちの活動を肌で感じてい

ただく機会が持てない状況であり、大変残念です。保護者の皆様には、学校HPや学年だより、お子

様の話などから学校の様子を推察していただきご理解とご協力をいただいていることに感謝いたしま

す。引き続き家庭・地域との連携・協力について推進していきます。

　地域との連携についても、地域の清掃活動や地域の事業所で引き受けていただいた職場体験学習

が、感染症のため実施できない状況です。次年度は、感染症の蔓延状況にもよりますが、地域との連

携・協働を推進し、地域と共にある学校づくりに努めていきます。

　小中連携についてもほとんどの活動が感染症対策のために実施できませんでした。その中で、2月

に本校1年生による小学校訪問を予定しており、代表生徒が東中学校のことを小学生に伝えようと意

欲的に準備を行っています。小中のスムーズな接続と、9年間を見通した教育課程の実施に向けて、

困難な状況ではありますが連携を推進していきたいと考えています。
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４．学校関係者評価　　

Ⅵ．感染症対策について（項目22～23）

　新型コロナウイルス感染症対策について、各家庭においては毎日健康チェックカードをご記入いた

だくことをはじめとして、感染防止に最大限の配慮をしていただいています。また、体調が悪い場合

に大事を取って子供を休ませる、学校に素早くかつ丁寧な連絡、プライバシー保護への配慮、等々保

護者の皆様には感染症対策に多大なご理解とご協力をいただいており、心より感謝いたします。

　学校としても、朝の健康チェック、教室の換気、手指消毒、ソーシャルディスタンスの確保、消毒

など、できる限りの感染症対策を行っております。新型コロナウイルスについては、まだ未知の部分

が多い感染症ですが、最新の知見をもとに、感染症対策と学びを止めない工夫について油断すること

なく取り組んでいきます。

Ⅰ．学校経営等に関わる内容について（項目1～3）

・項目３「学校の安全管理」について、考察にもあった通り、従来のものに加え新型感染症への対応

もあり、先生方はとても大変だと思いますが、生徒が安心して学校生活を送るための基盤となるもの

だと思います。よろしくお願いいたします。

・引き取り訓練には、兄弟関係もあるので小中の連携も必要になってくるかと思います。

・東中の学校教育目標「豊かな人間性を持つ生徒の育成」に沿って、保護者や地域の皆様と協働し、

豊かな人間性をはぐくみ、子どもたちや社会の変化に柔軟に対応する教育活動の推進を先生方が熱心

に取り組んおり、それが保護者にも概ね評価され素晴らしいことだと思います。

・先生方は努力していると思われるが、教師の満足度と生徒・保護者の満足度との間に少々ギャップ

があるのではないか。

・感染症対策をしながらの避難訓練は難しいと思いますが、引き続き気をつけてお願いします。

Ⅱ．教科指導等、学習面に関わる内容について（項目4～8）

・学習面に関わることは、保護者にはわかりづらいものがあり、特にコロナ禍においてはなおそうで

あるように思います。

・集計結果で、保護者のポイントが低いのが気にかかるところですが、本校の研究主題「生き生きと

学習に取り組み、確かな学力を身に付ける生徒の育成」、副主題「主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善」を基に実践し、自主学習ノートの活用をしていけば大丈夫だと思います。

・生徒と教職員はほぼ理解されているようだが、保護者はあまり理解していないようだ。

・分散登校などで家庭での学習も増えているかと思います。先生も不慣れな授業かと思いますが、頑

張ってください。

Ⅲ．生活面に関わる内容について（項目9～13）

・どの項目も生徒の①の評価（そう思う）が高く、生徒の意識の高さがうかがわれました。

・逆に先生方の①（そう思う）と②（どちらかというとそう思う）の評価のばらつきに、コロナ禍の

状況での自分の指導について、不安というかこれでよいのかという迷いなどが表れているのではない

かと思いました。

・自宅近くのT字路で毎朝玉諸小児童や東中の生徒の見守りをしています。徒歩の小学生には「おは

よう」「元気にいってらっしゃい」、自転車の中学生には「おはよう」「気をつけていってらっしゃ

い」と声掛けをしますと、必ず「おはよう」「ハイ」等の声が返ってきて、大変気持ちがよいです。

また、身なりも中学生は体育着で、マスクをつけヘルメットをかぶり、きちっとしています。早い時

刻に下校するとき、おしゃべりをしながらの並列自転車も見受けられますが、車が来るとすぐに一列

になり、わきまえているのでやむを得ないのかなと思っています。なお、当然危ない時には注意した

いと思っています。
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・生徒は半数以上が満足していると思われるが、教職員と保護者が（満足度が）少々低いのではない

か。

・学校行事など保護者になかなか伝えにくくなっていると思われますが、子どもたちが楽しく過ごせ

るようお願いします。

Ⅳ．教科外の教育活動について（項目14～17）

・感染症対策・対応の中、学校行事や部活動等、さまざまな活動に支障が出ている中でも、工夫して

取り組んでいることに頭が下がります。

・コロナ禍で学校に行く機会（入学式・卒業式・東輝祭等）がなく、直接見ることができていないの

ですが、アンケートからは生徒の評価は高く、友達との助け合いや学級活動・生徒会活動・部活動等

の充実ぶりがうかがえます。

・現在はコロナ感染症の問題が深刻であり、その影響が出ており、妥当なアンケートの結果だと思い

ます。

・学校行事の充実について保護者に若干不満もあるようですが、コロナの影響もあり致し方ないと思

われます。

Ⅴ．家庭・地域・小中学校の連携について（項目18～21）

・項目18について、生徒が家の人と案外コミュニケーションが取れているんだなと思いました。

・項目20について、生徒の①（そう思う）の数値が高く、生徒自身が実感しているということで、

中学生の声としても小学生に伝える等、小中連携に活かしていただきたいと思います。

・玉諸小児童も東中生徒も、共通してあいさつがよくできていると思います。コロナ禍で玉諸地区に

おいても子どもクラブ・自治会・各種団体の諸行事（夏休みの球技大会・地区および町内運動会・お

祭り・サイクリング大会・文化祭等）がすべて中止になり、子どもたちに地域に関わる様々な体験を

させることができなく残念です。コロナ禍が長く続くと、交流が少なくなり、コミュニティの希薄化

につながるので、早期終息と家庭・地域・学校の連携の推進が大切だと思います。

・生徒は理解しており、先生方も努力していることがわかる。保護者はあまり関心がないように思わ

れる。

・連携も難しい時ですが、できるだけ工夫しながらお願いします。（ICTの活用など）

Ⅵ．感染症対策について（項目22～23）

・集団生活の場である中学校においては、先が見えない感染症対策は、先生方にとっても生徒にとっ

ても大変だと思いますが、引き続きよろしくお願いいたします。

・多忙の中、家庭・学校が連携し、細心・最新のコロナ対策を行っていることがわかります。

・感染症対策は毎日の積み重ね。その気持ちを続けていくことはとても難しく、特に教育現場の苦労

は並大抵のことではなかったと思います。

・自治体からの要請等があり、三者が一体となって取り組む問題であり、アンケート結果は評価でき

ます。

・感染症対策は学校としてやれることは限られていると思いますが、油断することなくやってくださ

い。

Ⅶ．その他全体的な評価について

・先生方の意見を読ませていただき、先生方の意識の高さを感じ、非常に前向きな意見であり、素晴

らしいと思いました。今後、先生方の意見を管理職の先生方がどのようにくみ取り、学校経営、学校

運営に活かしていくかが重要になってくると思います。

- 10 -



・コロナもいつまで続くかわかりませんが、生徒たちが楽しい学校生活が送れるようお願いします。

・新型感染症のため、学校行事や学校生活へ先生方の想い、生徒の想いが活かされることがなかなか

難しかったと思います。そんな中でも校長先生を中心に先生方が一丸となって共通理解のもと取り組

んでいらっしゃることが大変よくわかりました。今年度もあと一か月余りとなりましたが、健康に気

をつけてお励みいただきたいと思います。

・コロナ禍・多忙の中、先生方が次代を担う生徒たちに学習面や社会性をつけさせるために鋭意努力

していることに感謝と敬意を表します。なお、最近の殺人事件等を思うと、歪んだ人たちをなくすた

めには、家庭・学校・地域の連携・協働が大切です。多感な生徒たちに対して東中学校の学校教育目

標「豊かな人間性を持つ生徒の育成」が一層定着するような教育活動の推進をお願いします。

・このアンケートでは見えない、不登校・ひきこもり・ヤングケアラー等の問題もあるなら、機会が

あったら知りたいです。

・先生・生徒をはじめ、学校関係者に対して日々の苦労に大変感謝いたします。通常の学校生活に早

く戻れることを祈っております。

・生徒と教職員は理解しあっているように感じます。保護者の方は、もう少し学校と、特に自分の子

どもに目を向け、関心を持つべきだと思われます。
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